
・知ってもらいたい飛騨の現状 

・空き家の活用法 

＜住むとこネット＞ 

＜ネコリパブリック＞ 

・思い 

 

岐阜県立吉城高校 ESD 2 班 

 

 

＜保護猫施設ネコリパブリック＞          

＜営業時間＞    

平日/12：00～16：00（予約制） 

休日（祝日）/12：00～16：00 

定休日 不定休 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家をリフォームした施設を利用して保 

護猫の受け入れや譲渡を行っています。併 

設されている SAVE THE CAT SHOP では 

飛騨市の事業者とコラボしたお土産が販売 

されており、商品の購入が猫助けにつなが 

ります。また、保護ネコ施設（オープンシ 

ェルター）に入場する際は、500 円以上の 

寄付をお願いしています。かわいい猫ちゃ 

んやかわいい猫グッズで癒されませんか？ 
 

 

 

＜思い＞ 
 

社会人の方だけでなく私たち高校生の中

にも将来、飛騨から遠く離れた地で生活

する人がいると思います。そういった人

こそ自分が飛騨から離れる際に自分の家

をどうするのか考える必要があります。

空き家の情報を知ることは自分の将来を

考えることにつながります。自分の家を

空き家にしないという意識をもち、改め

て空き家について考えてみませんか？ 

「

「ネコリパブリック」  「飛騨市住むとこネット」 

 

実際に私たちが提案した活用案 



     空き家の現状             飛騨市住むとこネット        住むとこネットのご利用方法 

大切な家、思い出のある家、守ってきた土地 

だからこそ、大切に使ってくださる人に繋ぎたい 

飛騨市では、人口減少対策、空き家対策の一環で 

市内宅地建物取引業者と連携し、市内の空き家を       

大切に使ってくださる買い手・借り手につなぐ 

      空き家情報サイト「飛騨市住むとこネット」を 

飛騨市空き家等対策計画より引用                        開設しました。 

表から飛騨市の約二割に及ぶ住宅が空き家であり、  

その増加のスピードも全国と比べ速いことがわかります。  

そこで現在飛騨市では、「空き家の流動化・活用」 

⇒「空き家化の予防」⇒「危険な空き家の解消」 

の 3 つの方針の流れで空き家対策を行っています。 

 

流動化・活用では空き家の持ち主に、空き家利活用                                             

を促すチラシを配っています。ですが、まだまだ                                                                     

流動化できている空き家の数は少ないです。 

 

予防では空き家になることがないよう終活セミナー 

で空き家バンクの周知などが行われています。 

 

解消では解体の補助や、危険性のある空き家を 

特定空き家として認定し、必要に応じて市で 

代執行または略式代執行を行います。 

＊代執行－執行費用を所有者から徴収 

＊略式代執行－市が一時的に負担し、所有者がわかり次第徴収 

しかし、空き家の数は今も増え続けています。 

そのため、わたしたちは少しでも多くの人が空き家 

問題について知り、考えることが重要と考えます。 

 

利用にあたっての注意事項 

・宅地建物取引業法により、契約時に仲介業者へ

仲介手数料への支払いが必要です。 

・廃屋等住宅の状態によっては、登録できない場

合があります。 

・市は必要に応じて情報提供や連絡調整を行いま

すが、物件に関する交渉、契約その他の仲介行

為には関与せず、かつ一切の責任を負いませ

ん。 

空き家を

借りたい・買いたい方

「飛騨市住むとこネット」

で物件を探す

指定仲介業者へ問い合わせ

空き家を

貸したい・売りたい方

登録申込書の提出

仲介業者の指定

仲介業者が物件を現地確認

「飛騨市住むとこネット」

物件情報掲載

指定仲介業者が物件の交渉、契約を仲介、 

必要に応じてサポートを行う 

 

 

 


